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JICA 教師海外研修 学習指導案・授業実践報告書 

【報告書タイトル】世界の人々とともに〜私たちにできる国際協力〜 

【実践者】 

【実践概要】 

1. 主題名：世界の人々とともに 

 教材名：ともにくらすわたしたち（６年：東京書籍）特別な教科道徳 

 内容項目：国際理解、国際親善 
 関連項目：公正・公平 

 関連する SDGs：１、２、３、４、５、６、８、１０、１２、１６、１７ 

2. 単元目標 

 単元目標 

 ①世界の諸問題に目を向け、進んで他国の人々とつながり、国際親善に努めようとする態度を養う。 

 ②他国の人々も、日本と同じように、国の伝統や文化に愛着をもって生きていることに気付き、違い

を尊重できる態度を養う。 

 関連する学習指導要領上の目標 

 ・他国の人々や文化について理解し、日本人としての自覚をもって国際親善に努めること。 

3. 単元の評価規準 

①知識及び技能 
SDGs の視点から自分の考えに根拠を持って話したり書いたり

することができる。 

②思考力、判断

力、表現力等 

友達の気付きを基に自分ができる国際協力について意見を述べ

ることができる。 

③主体的に学習

に取組む態度 

自分にできる国際協力について、今までの考えを基に友達と意

見を交わしながら考えを深めることができる。 

4. 単元設定の理

由・単元の意義 

 

【単元設定の理由】 

 世界のグローバル化に伴い、多様な価値観が生まれている現代において、子ど

もたちには互いを受容しともに未来を切り拓く力が求められている。ザンビアの

学習を通して、国際協力について考えるきっかけとなり、地球で生きる市民とし

て、これからどのように行動していくか対話を通して考えさせる。 

 

【単元の意義】 

 OECDEDUCATHION2030 における、教育の未来を示した「ラーニングコンパス（学

びの羅針盤）」では「個人のウェルビーイングと集団のウェルビーイング」に向

けた方向性を示している。これを達成するために最も重要なのは、主体的に考

え、行動し、責任を持って社会変革を実現していくという意思や姿勢である。こ

れから自分の人生を幸せによりよく生きるために学び、自分自身の幸福と共に、

誰もが幸せに暮らせる社会を創り出すことを目指している。 

  

【児童観】 

 本校の児童は、多様な考えに触れる機会は多いが、外の世界とのつながりを感

じにくく、自分たちの世界観だけで判断してしまうことがある。自分の考えを伝

えても相手の話を聞いたときにどう受け止めて理解しているのか、具体的な実践

へとつながらないことが課題である。 

 そのために、自己との対話や他者との対話を通して、よりよい生き方を考え続

けることが重要であると考える。対話を通して、課題を自ら見出し、国内外の出

来事や課題に対する探究的学習を計画的に取り上げていく必要がある。一人一人

が同じ地球で暮らす一人として生きている自覚を持ち、人とつながることで互い
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のよさや自分との違いを感じながら学ぶことができるのではないかと考える。対

話を通して、様々な意 

見を認め合いながらも、同時に共通の課題を見出し、互いにできることは何かを

一緒に考える力を育みたい。 

【教材観】 

 ザンビアの学習を通して、開発途上国が抱えている課題を自分事として捉えら

れる教材である。国外の課題に対してどう向き合っていくのか、国際協力にどう
携わっていくのかを考え、実践意欲につなげられる教材である。 

 

【指導観】 
 ザンビアの学習やロールプレイ等、主体的に自分のこととして捉えさせる授業

の展開や教材の工夫から、より価値理解を深めさせる。そして、多面的・多角的

な意見を出し合う中で、他者理解や人間理解にも迫り、今後の生活に生かし、未

来を自己はもちろん、仲間や周囲の人々と共に未来を切り拓いていこうとする態
度を育てる。 

5. 単元計画（全１１時間）                                    

時 『小単元名』・学習のねらい 学習活動  資料など 

１ ザンビアタイム①（学活） 

ザンビアを知ろう 

「ザンビアフェスティバル

①」 

・ザンビアやアフリカについ

て知り、日本とのかかわりを

感じる。 

・ザンビアのコーヒーやルボスティ

ー、紅茶を試飲したり、フリッターを

食べたりしてザンビアの文化について

興味を持つ。 

・教師が行った体験を聞き、ザンビア

について理解を深める。 

ワークシート① 

２ 
 

ザンビアタイム②（学活） 

ザンビアについて知ろう 

・ザンビアの文化について知る。 

・日本と比較しながら、ザンビアの学

校や生活について考える。 

・心に残った写真をロイロノートで共

有し合う。 

スライド 

３ 自分について知ろう（学活） 

・自分の幸せについて考え、

人ともに生きていくことの尊

さや自分自身の未来について

考える。 

・ウェルビーイングのカードゲームを

通して、自分の幸せについて見つめ直

す。 

・自分の中にある幸せについて友達と

共有する。 

・自分はいつ心がわくわくするのかな

ど、生活を見つめ直す。 

ワークシート② 

４ 世界がもし１００人の村 

だったら（学活） 

・ワークショップを通して、

世界の多様性や富の差につい

て理解する。 

・フォトランゲージやクイズ、ワーク

ショップを通して、世界の課題に気付

く。 

 

ワークシート③ 

５ 貿易ゲーム（社会） 

・シミュレーションゲームを

通して世界経済の動きを擬似

体験する。 

・２クラス合同で行い、格差や開発途

上国の状況について体験する。 

・国際協力の必要性や私たちに一人一

人の行動の在り方について考えさせ

る。 

ワークシート④ 

６ 発信しよう私たちの SDGs（国

語） 

・SDGs の学習を通して、課題

に向き合う。 

・相手や目的に応じた情報の発信の仕

方ができるよう、自分から必要な情報

を集める。 

・SDGs について・自分が課題解決をし

日本 UNICEF 協会 

SDGs に関する副教材 

JICA（SDGs を学べる

教材） 
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たいことについて３つ折りのパンフレ

ットにまとめ、クラスのみんなに発信

する。 

・さいころ 

・冊子 

パンフレット 

７ ザンビアタイム③（家庭） 

「ザンビアフェスティバル

②」 

・ザンビアの主食であるシマ

を作って食べよう。 

・ザンビアの国民食であるシマづくり

を行い、ザンビアの食文化を感じ取ら

せる。 

 

８ ザンビアタイム④（学活） 

ザンビアについてもっと考え

よう〜国際協力とは〜 

・あっていいちがいあっては

いけないちがいとは？ 

・ちがいのちがいカードを活用して、

国内外の差や、国内での不平等さに気

付き、自分と友達でも視点の違いや感

覚のズレがあることを認識させる。 

JICA 教師海外研修参

加者の自作教材 

ワークシート⑤ 

９ 

本

時 

ザンビアタイム⑤（道徳） 

・ともにくらすわたしたち 

〜私たちにできる国際協力と

は〜 

 

 

・ダイヤモンドランキングを活用し

て、世界に目を向け、世界の人々とつ

ながる面白さや、自分が今まで考えな

かった様々な背景を知り、自分に何が

できるのかを話し合う。 

・自分たちが行動したり、実践したり

することによって、世界中の人々が幸

せに生活ができるのかを考える。 

ワークシート⑥・⑦ 

10 世界とつながろう（学活） 

・韓国の小学校とオンライン

交流をしよう。 

 

・隣国の韓国の文化について知り、世

界には多様な文化があることを知る。 

 

11 ザンビアタイム⑥（学活） 

私たちにできる国際協力 

・アクションプラン作成し、できるこ

とを実践する。 

・ｐ４ｃを活用し、今までの学習を振

り返る。 

 

 

 

6．本時の展開（９時間目） 

本時のねらい：世界の諸問題に目を向け、他国の人々とつながりを意識しながら、自分ができること

について実践しようとする態度を養う。 

過 程 ・

時間 

◯教員の働きかけ、・発問および学習活動、

（指導形態） 

指導上の留意点（支援） 資料（教

材） 

導入 

10 分 

 

１ 教師の思いを伝える。 

◯前時まで考えてきたことを確認する。（一

斉） 

・１００人村や貿易ゲームを通して感じたこ

とはなんですか。 

C：ザンビア国内でも差がある。 

C：不平等を感じた。 

C：自分たちには何ができるのだろう。 

 

 

 

◎私たちはどう行動することが大切なのか考

えよう。 

 

 

・前時までに個人のダイヤモ

ンドランキングを完成させて

おくことで、意見が発言しや

すいようにする。 

・SDGs の視点からも意見が言

えるようにする。 

・児童に「なぜ国際協力が必

要なのか。」「今の自分たち

に何ができるのか。」等、考

えさせたい視点を伝える。 

・スライド 

・A3 プリン

ト 

・今までの

資料 

・ワークシ

ート 

・SDGs のパ

ンフレット 
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7．本時の振り返り 

・一人一人が自分の意見を持って話し合いができるよう、事前に個人でダイヤモンドランキングを作

成した。 

・ダイヤモンドランキングについては、道徳や国語の授業で事前に２回ほど取り組んでいたことでス

ムーズに行うことができた。 

・国語や社会、総合の学習で「フェアトレード」「NGO」「JICA」など、専門用語を事前に学習し、準

備をした。 

展開 

25 分 

 

２ 一緒に考える。（６つのグループ） 

◯ダイヤモンドランキングを活用してグルー

プで話し合う。 

・SDGs の学習やザンビアタイムを通して自分

たちがどうすることでザンビアの人たちは幸

せに慣れるか考えてみよう。 

C：優先順位が難しい。 

C：どの立場で考えたらいいのか分からない。 

C：今自分たちにできるのはこれだ。 

 

・ダイヤモンドランキングの

ルールをスライドで確認す

る。 

・発言できない児童には、振

り返りまでに自分の意見を表

現できるように声を掛ける。 

・児童の気づきや呟きを拾い

ながら、背景や無意識に感じ

ていることを引き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 全体で共有する。（一斉） 

◯グループで出た意見を共有する。 

・キャプテンが発表をする。 

 

◯気持ちから振り返る。（一斉） 

・今日の活動を振り返ってどんな気持ちが残

っているのか、その背景には一体何があった

のか書きましょう。 

C：自分たち日本のことだけでなく、世界とつ

ながって一緒に考えて行くことが必要だと思

う。 

C：分からなかった。今の私たちはこれからど

うしたらいいのか、もやもやした。けれど、

国際協力は大切だと思う。 

 

・問い返しや切り返しを入

れ、どうしてそう考えたのか

背景まで発言させる。 

 

・コミュニティボールを渡し

て発言しやすい雰囲気づくり

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

・コミュニ

ティボール 

・振り返り

のワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

10 分 

４ 教師の説話（一斉） 

・今もどこかで苦しんでいる人がいることを

想像してみる。自分はどんな気持ちになるだ

ろう。小さな一歩を積み重ねることで、何か

変わるかもしれないことがあります。私たち

はみんな同じ空の下で、見えないけれど、と

もに生きて支え合って生きているというこ

と、つながっているということがみなさんの

心の中に残り、誰かにその思いをつなげて欲

しいなと思っています。地球に生きている一

人の人間として。 

・教師が海外研修を通しての

互いの存在を尊敬し合い、尊

重し合うことの大切さを伝え

る。 

・行動することで、現状はす

ぐに変化していくことを児童

に伝え、児童の気持ちを引き

出す。 

・一人の力では難しいこと

も、仲間がいることでできる

ことがあることを伝える。 

・スライド 

◯世界がもし 100 人の村だったら （池田香代子著 マガジンハウス 2001） 

◯ワークショップ版・世界がもし 100 人の村だったら［第 7版］（DEAR 開発教育協会） 

◯新・貿易ゲーム 経済のグロ－バル化を考える（DEAR 開発教育協会） 

◯毎日小学生新聞×JICA「共につくる私たちの未来」（SDGs を学べる冊子/JICA） 

◯Edu Town SDGs（東京書籍） 

○SDGs を学べる教材‐さいころ‐（JICA） 

○SDGs を学べる冊子‐毎日小学生新聞×JICA 「共につくる 私たちの未来」（JICA） 
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・国語の学習で行った SDGs のパンフレット作りを通して、児童の中に問題意識が芽生えていた。 

・指導過程では、本時の学習で考えさせたいことや気付かせたいことを意識して、授業を構成した。 

・自分たちにも「できる」ということを自覚させた指導の展開が必要であると感じる。 

・児童からザンビアの衣装を着たいという意見が出た。ザンビアの魅力を感じている姿が見られた。 

8. 学習方法及び外部との連携 

学習方法 

・世界がもし１００人の村だったらワークショップ 

・貿易ゲーム 

・ちがいのちがい（２クラス合同） 

外部との連携 

・ザンビアに派遣されている協力隊の方に連絡を取り、再度児童から隊員の方の話や NGO の方の話し

を聞きたいという意見が出た。 

9. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

◯学年の教員と国際理解についての授業に取り組み、他学級と交流を行った。教員同士で一緒に「ち

がいのちがい」の内容を考え、開発教育の魅力を感じることができた。 

◯掲示物や校内のチャット機能を利用して、開発教育指導者研修の啓発を行った。 

◯韓国の小学校とオンライン交流時に、ザンビアについて考える時間を設けた。 

【自己評価】 

10. 苦労した点 

 

・系統性のある授業展開を意識し、物事のつながりを大切にできるようにするた

めに、授業の構成に時間をかけて考えた。 

・児童が国際理解について、自分なりの意見を持たせることを大切にした。意見

交換だけにならず、対話を通して国際協力について、今の自分たちが無意識に考

えていることを言語化できるようにした。 

・本時のねらいに向けてどのような手法が適切なのか考えながら活動を進めた。

児童の発達段階に合った指導を行うために、どのような手立てが適切なのか、チ

ームのメンバーやコーディネーターと相談しながら考えた。 

・どれも濃い内容だったため、伝えたい内容が多くなり、どこをねらいとするの

か、自分がぶれることがあった。 

・児童が自分達と一緒のところがあると実感できるような場面を提示し、徐々に

考えていけるストーリー性のある単元計画にできるよう考えた。 

・スライドに載せる写真 

・できることはないという児童の問いに対して、どのような切り返しができるの

か悩んだ。 

11. 改善点 ・児童の気付きから、教師が考えさせたい場面を想定し、教師のファシリテート

する力が大切である。 

・問題は様々な要因があり、複雑化しているということ、１つだけを解決すれば

良いという訳ではないことなど、意識させたいことが多くある。教師側で整理し

て提示する必要がある。 

・学習の流れを意識した問いかけをもっとできるようにしたい。活動一つ一つを

つなげていくことで、アクションプランにも必然性が生まれてくる。 

・学校や他教員の理解を得るために、段取りやこちら側の意図をはっきりと提示

していく必要がある。 

・年間計画やカリキュラムデザインをすることで継続的に実践できるように組み

込んでいく。 

12. 成果が出た点 ・児童がザンビアの人の目線で考えようとする意識が高まり、真剣に向き合って

いる姿が見られた。 

・ダイヤモンドランキングでは、今の自分たちに何ができるのかと互いに意見を

交わし合いながら、葛藤する場面が多く見られた。 

振り返り 

・授業の合間にも、ザンビアのことを気にかけたり、アイスブレイクで行ってみ

たい国の人たち同志で集まった時も、ザンビアがあったりと、児童の心の中にザ

ンビアの意識が生まれていたことに感動した。 
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13.学びの軌跡 

○ダイヤモンドラ

ンキング（６班

分） 
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・ダイヤモンドランキングで対話を通して、児童が自然に意見をまとめるように

なった。 

・互いの意見を尊重し合ったり、質問し合ったりする姿が見られた。 

・アフリカに対するイメージに変容が見られた。 
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○振り返り  
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・何度も話し合いを重ねて、児童の思考が今

まで自分たちの目線で考えていたのかもしれ

ないということに気付いた。 

・ザンビアに住んでいる人だったらどうなの

かという視点を持つことを意識したことで、

個人内の考えが深まっていった。前時の道徳

の授業で、「誰一人取り残さない。」という

言葉を発言していた児童がおり、その言葉を

用いて授業を展開した。 

・この振り返りを生かし、アクションプラン

を考えた。 
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ちがいのちがいカード（児童の発達段階と教師のねらいに合わせて作成） 

○これまでの学習の内容を掲示（児童の気付きや振り返りを可視化した。） 
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14. 授業者による

自由記述 

・ザンビアのことが忘れられず、またザンビアを訪れている夢を見た。私の心に

深く刻まれた研修となった。 

・今回の実践を通して、私たち日本人は多くの国や目に見えない人々に支えられ

ていることに改めて気付くことができた。自分の幸せは相手の幸せとは限らない

し、自分が必要としていることは相手も必要としているとは限らない。だからこ

そ、出会った人との縁を大事にすること、対話を通して、互いの相互理解を深め

ることがとても重要になってくるのだと感じた。 

・ODA の視点からも官民の連携の重要性を感じた。 

・私たちは日本人としての自覚を強く持ち、政治や世界情勢にもっと関心を持た

なければいけないと感じる。少しでも意識することで、私たちの生活は変化する

のではないだろうか。教師が自ら挑戦し、児童との対話を大切にすることが一歩

なのだと感じる。変化していくことを楽しみながら、自分にできることに取り組

んでいきたい。 

・今回「チーム」が大きな存在となった。挑戦し続けることを後押ししてくれる

仲間、会えなくてもそれぞれの場所で奮闘し、悩み、もがいている。そんな時、

ふと思い出す笑顔。心の中にいて支えてくれる存在。私はこの研修を通して、か

けがえのない仲間と経験を得ることができた。本当に幸運だと感じる。これから

どんなことがあっても、私の挑戦を応援してくれていると思える。ザンビアとい

う地で多くの時間を共有し、たくさん歌って語り合った時間が宝物である。最終

報告会で団長が「ここからが始まり。」と話してくれた。私たちは今スタート

し、これからも一緒に手を取り合いながらそれぞれの場所で突き進んでいく。 

・私の挑戦を快く快諾し、応援してくださった校長先生、教頭先生、学年の仲

間、学校の先生方。心から感謝致します。ありがとうございました。 

・そして研修に全力で取り組めるようにバックアップしてくださったＪＩＣＡ東

北、二本松の皆様、ＪＩＣＡザンビア事務所の皆様ありがとうございました。 

・私の小さな一歩を後押していただき、人生が変わった一年を導いてくれた皆様

に感謝感激です。 
 

ちがいのちがい 話し合い結果（一部抜粋） 
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本時のワークシート① 

考えてみよう ―ともに生きるということ 

 これまで、ちがいのちがいカードによって、ザンビアには貧困や水に関する問題など、地球的

課題が多く存在していることに気が付きました。地球市民として、これらの問題に取り組み、解

決していくことは、公平で公正な社会をつくるために、大切なことです。これらの問題を解決し

てＳＤＧｓの達成のために、私たちにできることはないでしょうか。これらの問題を解決するた

めの取り組みとして、９つの方法が記されています。これらの行動の順位付けをしてみましょ

う。一番有効なこと、最初にすべきことを一番上の〇の中に記入し、次にすべきことを２段目

に、以下、最も遅くて良いこと、それほど効果が望めないものを一番下の〇に記号で書き入れて

ください。 

Ａ お店で商品を買う時に、企業が環境保護や保全などの（CSR 活動）取り組みを調べ、共感でき

る会社の商品を買うようにしたり、フェアトレード商品を買うようにしたりする。 

Ｂ SNS や学校の行事などで、これらの問題について、家族や地域、他の学年など多くの人に発信

する。 

Ｃ 貧しい子どもたちの生活改善や医療環境改善のために活動しているユニセフへの募金活動をす

る。 

Ｄ 将来社会貢献するために、今いろいろな活動に積極的に参加し、いろいろな力を身に付ける。 

Ｅ ザンビアの子どもたちが教育を受けられるように、教材や文具などを送る。 

Ｆ 署名活動や手紙を書いて、 企業や日本政府が国際協力にもっと取り組むように呼びかける。 

Ｇ JICA や NGO を訪問したり、職員に来てもらったりして、この問題について学ぶ。 

Ｈ ザンビアの文化や人々の良さを認め、それらを尊重して受け入れ、仲間意識を持つ。 

Ｉ 世界にはどのような国際協力が行われているか調べてみんなで共有する。    
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本時のワークシート③ 

気持ちからふりかえる 
                        氏名                    

１．本日の活動 

～ともにくらすわたしたち～わたしたちにできる国際協力とは 

 

２．本日をふりかえって、どんな気持ちが残っていますか、３つ選んでください。（あてはまるものがな

い場合、空欄に記入して丸をつけて下さい） 

感動した うれしい ほっとした くやしい 

楽しかった はずかしい 心配だ がっかりした 

勇気を得た しかたがない わくわくした 情けない 

悲しい 腹が立つ かわいそう  

 
３．なぜそのような気持ちになったのか、何がそのような気持ちにさせたのかを短文にまとめましょう。

밷밳밸밹밳밴밵밶밺밻 

 

 

 

４．そのような気持ちになった背景・理由について、また、感じたこと、考えたことについて書いてくださ

い。곒곓곔곕 

 

 

 

５．クラスの人と「気持ち」を中心に考えたことや感じたことを話し合い、新たに考えたことや感じたことを書

いてください。軁軂自分の中に出た問いを書きましょう。 
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